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技術の概要 

 

 
福島第一原子力発電所における事故は世界的にも最大級の原子力事故となっ

ており、その影響は人間生活だけではなく水・土壌をはじめとする様々な自然
環境に広がっています。特に土壌においては危険性がなくなるまで 30 年といわ
れており、様々な対策が検討されています。その対策の一つとして、ファイト
レメディエーション（植物が根から水分や養分を吸収する能力を利用して、土
壌や地下水中の汚染物質や気孔を通じて大気中の汚染物質を吸収、分解する技
術）を利用して放射性物質を吸収し土壌を浄化する手法があります。植物の一
例としてはひまわり等があり、その放射性物質を吸収する能力を利用した技術
です。本技術は、チェルノブイリ事故の際にも活用されています。 
本学では、有機性廃棄物をある条件下で高温・好気発酵分解させることで減

容化率 95％を可能とする技術について研究を進めています。この技術は放射性
物質を吸収させ、収穫した植物にも応用できると考えられます。放射性物質を
蓄積した植物は灰化・溶融化してガラス化処理する方法を用いて処理されてい
ます。放射性物質を蓄積した後に刈取った植物を減容化するなど、前処理にお
いて本技術を適用することで、処理量を大幅に軽減できるメリットがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ファイトレメディエーションの活用例 
 

担当者 

問い合わせ先 

氏 名： 松本真悟 

連絡先：TEL   0852-34-1824 

連絡先：E-mail  smatsu@life.shimane-u.ac.jp 

その他 

（留意事項） 

デモ機による試行は可能ですが、数に限りがあるため、対象被災地の状況等

を考慮した上で関係企業と支援を検討します。 
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植物の根より Cs（セシウム）を吸収 

 

 

植物内に Cs（セシウム）が濃縮・蓄積 

 

 

ファイトレメディエーション 

      となる植物を栽培 


